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堀
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雲
ノ
ブ
井
さ
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昭
和
十
二
年
出
征
兵
士
の
見
送
り
や
留

守
家
族
の
援
護
の
た
め
に
国
防
婦
人
会
が

組
織
さ
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
の
仕
事

は
、
出
征
兵
士
の
見
送
り
と
千
人
針
の
手

伝
い
が
主
な
も
の
で
し
た
。
一
家
の
働
き

手
を
と
ら
れ
た
家
族
の
悲
し
み
は
大
き
く

見
送
る
人
た
ち
も
涙
な
が
ら
に
送
り
出
し

ま
し
た
。

　
出
征
兵
士
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
こ
れ

が
最
後
か
も
し
れ
な
い
が
、
後
の
こ
と
を

た
の
む
」
と
言
っ
て
出
征
し
た
兵
士
が
、

三
カ
月
後
に
戦
死
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま

す
。
こ
の
写
真
は
、
氏
神
様
で
撮
っ
た
も

の
で
出
征
兵
士
の
所
へ
送
り
ま
し
た
。
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11月11日～12月10日
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　▲2列目の左から2番目が南雲さんです
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■妊婦検診

11月20日　13：30～14：00／上村病院

■母親学級

11月20日　12：30～13：00／上村病院／妊娠中の保健（後記）

■インフルエンザ

〔第1回目〕11月15日　南保育所／14：00～14：40／南保育所児童／中里

〔第2回目〕11月29日　保育所／14：50～15：30／児童館、中里保育所児童

〔第1回目〕11月16日　倉俣生活改善センター／14：00～14：30／倉俣

〔第2回目〕11月30日　保育所児童／貝野多目的センター／14：50～15：

　　　　　　　　　　　20／貝野保育所児竜／小出集落センター／15：50

　　　　　　　　　　　～16＝20／清津峡保育所児童

〔第1回目〕11月19日　保健センター／14：00～15＝00／未接種者

〔第2回目〕12月4日　保健センター／14：00～15：00／未接種者

■肥満教室

　12月7日　9：00～／保健センター／対象者に別紙通知済

圃国圖園圏団回因囹一
ll月14日・時問9：00～13：00
　　　　　　　　●内容　健康家庭豪彰
　　ノ　ノ　ぼ　　
霧　㎏、態瀦叢妻　　　　　　虫歯のない子豪彰
畿謹馨難、覇灘　　　　　　　健康づくり体験発豪etc
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　　壌

休日救急医（津南病院君65－3161）
村民車球大会（田沢C堺本育館9：30～大いに参加ください〉

12（月）

健康相談日（保健センター9：30～16：00）

13㈹
一人暮らし老人の昼食会（老人福祉センター10：00～）

14㈱
健康づくり大会（右参照〉

15休）
インフルエンザ（右参照）　農用地転用許可申錆〆切
ふるさと中里の会特童物発送（5日までの申込者）

16㈹
インフルエンザ（右参照）
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16二〇〇）

鰯
体日救急医（大島医院魯52－2957）

19（月）

インフルェンザ（右参照）

20㈹
母親掌級・妊婦検診（右参照）
農家相談室（東田尻集落センター19：00～21：00）

22（木〉

心配ごと相談日（老人福祉センター13ご00～16：00）

礁蟻
勧労感謝の日
休日救急医（下条山口医院852－2003）

　　』譲叢

、礎難
休日救急医（中条病院曾57－3018）
村民バレーボール大会（田沢（噸本育館9：00～チームを作って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加を）

26（月）

へき地保青所卒国式（倉俣、貝野、清津峡）
健康相談日（保健センター9：30～16：00）

29（わ
インフルエンザ（右参照）

30㈹
イン7ルエンザ（右参照）
心配ごと、行政相談日（老人福祉センター13：00～16二〇〇）

　購灘撚萎

爆鰯
休日救急医（上村病院費63－2111）

3（月）

交通事故移働相談所（十日町市役所10：00～15：00）

4㈹
インフルエンザ（右参照）

7③
肥満教室（右参照）
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

嚢麟
休日救急医（津南病院065－3161）

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

　
つ
い
二
十
年
程
前
ま
で
炭
焼

き
は
、
農
家
の
副
業
と
し
て
貴

重
な
収
入
源
で
し
た
。
し
か
し

現
代
で
は
、
炭
の
需
要
も
急
激

に
減
り
炭
を
焼
く
人
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
写
真
は

市
之
越
の
富
井
寛
二
さ
ん
の
炭

焼
き
の
模
様
で
す
。

飼
竈
領
困

▼
先
般
の
冷
え
込
み
で
阿
寺
山

の
頂
上
が
真
白
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
長
い
冬
の
到
来
で
す
。

　
雪
国
の
生
活
も
こ
の
十
年
位

で
著
し
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

先
般
十
日
町
市
で
開
か
れ
た
雪

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
は
、
全
国
的

に
注
目
を
集
め
、
雪
へ
の
関
心

の
高
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
雪
に
対
す
る
研

究
も
急
速
に
進
み
、
屋
根
の
雪

掘
り
が
無
く
な
る
の
も
遠
い
先

の
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
雪

国
な
ら
で
は
の
生
活
を
つ
く
り

出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
よ
う
〃
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平
均
寿
命
の
伸
び
と
と
も
に
人
口
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
高
齢
化
社
会
を
支
え
る
大
き
な
柱
の
ロ
つ
と
し

て
、
年
金
制
度
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
金
制
慶
は

若
い
働
け
る
世
代
が
働
け
な
い
世
代
を
順
送
り
に
扶
養
し

て
い
く
制
度
で
す
。
若
い
人
の
中
に
は
、
　
「
老
後
は
先
の

二
と
」
と
考
え
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
老
後

の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
は
、
若
い
時
か
ら
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

昌
《
㊥
◎
胞

　
　
　
　
　
　
　
　
㊤
後
②
自
闇

〆

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
年

々
伸
び
、
昭
和
五
十
八
年
で
は

男
子
七
十
四
・
二
歳
、
女
子
七
十

九
・
八
歳
と
、
世
界
最
高
の
長
寿

国
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
生
ま
れ
て
く
る
赤

ち
ゃ
ん
は
、
終
戦
直
後
の
ベ
ビ

ー
ブ
ー
ム
の
時
代
よ
り
百
万
人

以
上
も
減
り
、
百
五
十
一
万
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

結
果
、
急
激
に
人
口
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
昭
和
二
十
二
年
で
は
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
が
人
口
に
占

め
る
割
合
は
四
・
八
誕
に

す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が

年
々
上
昇
　
　
　
備
．

し
、
五
十
　
　
　
駕

　
　
　
　
　
　
　
四

て誕は十九年
いと九八縄に
まな・年’は
すつ八に五七

〇　　　　　　　　　　　　　・

　平均寿訪の推穆

被保険者数……………2，430人

保険料収納額…172，630，000円

検認率一……………・99．8％

受給者数

　拠出……………一・・1，010人

　福祉一…・…………・…425人

給付額

　拠出一…一…292，978，900円

　福祉一一一115，893，440円

　　　　　　（59年3月末現在）

年金制度の
円滑な運営を

▼　高橋昭二さん（芋川）

　わたしは、今まで年金制度にっ

いてあまり考えたことも無く保険

料をいくら納めているかも知りま

せんでした。わたしの家では、祖

父が福祉年金を受給し、両親もま

もなく年金の世話になる年です。

　しかし、人口の高齢化が進み、我

々の年代が年金を受給するころに

なると、老人1人を働き手4人く

らいで支えなければならないと聞

きます。年金制度は、これからな

くてはならない制度ですので、と

にかく、円滑な運営を期待します。

の

　
当
村
の
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
の
割
合
は
一
六
・
四
遮
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
む
と
と
も
に
、

老
後
の
生
活
設
計
を
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
老

後
の
生
活
を
個
人
だ
け
で
備
え

る
こ
と
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
問
題
は
、
個
人
と
い

う
よ
り
社
会
全
体
で
解
決
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

34

鞭酬・
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中
里
村
の
国
民
年
金

加
入
者
は
、
二
千
四
百

三
十
人
で
、
二
十
歳
か

ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人

口
の
四
八
・
六
鮮
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
国
民
年
金
か

ら
、
老
齢
年
金
や
通
算

老
齢
年
金
、
障
害
年
金

母
子
年
金
な
ど
を
受
け

て
い
る
人
は
、
千
十
人

を
数
え
、
二
億
九
千
三

百
万
円
を
受
給
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
福
祉
年

金
は
、

受給総額

保険料収納額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹄

　
　
　
四
百
二
十
五
人
で
一
億

一
千
六
百
万
円
を
受
給
し
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
保
険
料
の
収
納
額
は

一
億
七
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
て
見
ま
す
と
、
保

険
料
収
納
額
の
約
一
・
七
倍
の

5b　5’1　5’2　5’3　54　55　56　57　58年度
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五
年
々
金
を
除
く
老
齢
年
金
　
　
す

受
給
者
は
、
七
百
五
十
九
人
で

そ
の
内
の
六
百
三
十
人
（
八
四

鮮
）
が
繰
り
上
げ
受
給
者
で
す
。

　
繰
り
上
げ
請
求
を
す
る
理
由

は
そ
の
人
に
よ
っ
て
様
々
で
す

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
長
生

き
で
き
そ
う
も
な
い
」
　
「
健
康

の
う
ち
に
」
と
い
っ
た
こ
と
で

何とこの差
1．923，000円

翠難

年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と

　
今
や
「
人
生
八
十
年
」
と
い

う
時
代
で
す
。
六
十
歳
は
ま
だ

働
き
盛
り
で
す
。
長
い
老
後
の

生
活
の
中
で
は
、
本
当
に
金
が

必
要
な
時
期
が
来
る
と
思
い
ま

す
。
六
十
歳
に
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
あ
わ
て
て
請
求
を
す

る
の
で
は
な
く
、
老
後
の
生
活

65
　～

64

～
5

63

～
図

62

～
3

60以上　61
　　～　　　1

61未満　6261未・ 62　　63　　64　　65

58％ 65％ 72％ 80％　89％ 100％

80歳までの総受給額

設
計
を
充
分
に
考
え
て
請
求
す

る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
表
の

よ
う
に
六
十
歳
請
求
と
六
十
五

歳
請
求
で
は
、
八
十
歳
ま
で
の

総
受
給
額
（
単
純
に
計
算
）
に

大
き
な
差
が
で
て
き
ま
す
。
よ

く
考
え
て
請
求
し
ま
し
ょ
う
。

年
．
鍵
饗
す

　
昭
和
五
十
九
年
度
の
保
険
料

は
、
一
カ
月
六
千
二
百
二
十
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
納
め
る
人

に
と
っ
て
は
大
変
な
負
担
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
民

年
金
の
給
付
水
準
と
健
全
な
財

政
運
営
を
進
め
る
た
め
に
は
、
一

カ
月
約
一
万
円
（
平
準
保
険
料
）

が
必
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
他

の
制
度
と
比
較
す
る
と
低
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
民

年
金
に
は
、
他
の
年
金
制
度
に

円
　
　
　
　
　
円

億
　
　
　
　
億

2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
年
金
給
付
は
、
お

年
寄
り
を
は
じ
め
、
身
体
に
障

害
の
あ
る
人
、
あ
る
い
は
一
家

の
働
き
手
を
亡
く
さ
れ
た
人
々

の
生
活
を
支
え
る
、
大
き
な
柱

と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

は
見
ら
れ
な
い
高
率
の
国
庫
負

担
（
年
金
受
給
額
の
三
分
の
一
）

が
あ
る
こ
と
や
加
入
者
の
負
担

が
急
激
に
増
え
る
こ
と
を
政
策

的
に
お
さ
え
て
き
た
こ
と
な
ど

の
理
由
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
国
民
年
金
の
安
定
の
た
め
に

保
険
料
は
、
毎
年
少
し
づ
つ
引

き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
老
後
の
柱
と
な
る
年
金
制
度

を
、
よ
り
ょ
い
制
度
に
す
る
た

め
に
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

醐膨鞭』
　国民年金制度が発足して24年にもなりま
す。わたしもようやく満65歳を迎え、待望
の満額年金の受給者になります。
　だれもが65～66歳ころになりますと、所
得能力が減退すると考えます。老後の安定
は年金制度のおかげだとありがたく思つて
い，ます。幸せに気がねなく、伸び伸びと社

会の一構成員として誇りを持つて生きられ
る世の中でありたいと思います。
　いただいた年金は、旅行の楽しみや健康
保持に使いたいと思います。そして時代の
要求に合った年金制度の改善を求めるとと
もに国の施策の充実を望みます。

　私が国民年金に加入したのは、20歳の時
です。それまで勤めていた職場をやめた時
に国民年金に切り換えました。老齢年金を
受給するには、40年間も納め続けなければ
ならないと思うと長すぎて自分には関係の
ないことと思っていました。

　それが突然、母子家庭になり2人の子ど
もを抱え途方にくれていた時、年金制度の
ことを詳しく教えて頂きました。一家の働
き手を失った母子家庭にとって、国民年金
の母子年金はとてもありがたいものです。

こういう年金制度に感説しながらがんばっ
ています。

欝
虹
蔀
螺

縢
　
　
　
　
ま
な
論
議
が
行
わ

　
　
　
　
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
厚
生
省
の
年
金

　
　
．
繍
…
ま
た
「
団
塊
の
世

　
　
　
ロ

　
　
織
．
　
代
」
と
い
わ
れ
る

　
　
　
　
　
人
た
ち
が
老
人
に

　
　
・
　
㎜
達
す
る
三
十
年
さ

顎
き
の
高
齢
化
社
会

　
　
　
　
　
へ
の
対
応
で
す
。

　
国
民
年
金
は
制
度
発
足
か
ら

ま
も
な
く
二
十
五
年
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

間
、
年
金
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
の

導
入
や
、
障
害
年
金
の
見
直
し

な
ど
制
度
も
改
善
さ
れ
、
「
国
民

皆
年
金
」
の
主
旨
の
も
と
に
加

入
者
も
多
く
な
り
、
老
齢
年
金

を
は
じ
め
障
害
、
母
子
年
金
等

の
受
給
者
も
増
加
し
、
充
実
し

　
翼
概

た
制
度
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
最
近
、
若
い
人
た
ち

の
中
か
ら
「
制
度
の
行
き
づ
ま
り
」

「
こ
の
ま
ま
で
は
高
い
保
険
料

の
払
い
損
」
と
い
わ
れ
る
声
も

耳
に
し
ま
す
。
確
か
に
現
行
制

度
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
将
来

の
年
金
の
姿
を
な
が
め
た
と
き
、

寿
命
の
延
び
と
と
も
に
老
齢
期

間
が
長
く
な
り
、
年
金
受
給
額

も
多
く
な
る
わ
け
で
、
お
年
よ

り
を
支
え
る
若
い
人
た
ち
の
側

か
ら
す
れ
ば
、
た
い
へ
ん
心
配

さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
を
今
の
う

ち
か
ら
手
が
け
て
将
来
と
も
安

定
し
た
制
度
に
す
る
た
め
に
年

金
の
改
革
が
審
議
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
年
金
は
、
世
代
と
世
代
の
助

け
合
い
の
し
く
み
で
す
か
ら
、

給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
保

ち
な
が
ら
「
若
い
人
た
ち
は
老

人
を
い
た
わ
り
、
老
人
は
人
生

の
経
験
を
踏
ま
え
、
人
生
の
生

き
る
術
を
授
け
る
」
と
い
う
相

互
関
係
の
結
び
つ
き
を
担
っ
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
認
識
を
踏

ま
え
る
こ
と
も
大
切
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

へ

灘
f
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従
来
、
農
業
を
営
ん
で
い
る

人
の
多
く
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
ま
し
た
が
、
農
業
の

機
械
化
や
合
理
化
、
ま
た
、
企

業
進
出
等
に
よ
っ
て
会
社
に
勤

め
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
会
社
に
勤
め
る
と
厚
生
年
金

に
加
入
す
る
よ
う
に
、
わ
た
し

た
ち
は
会
社
に
勤
め
た
り
、
二

十
歳
を
超
え
ま
す
と
、
公
的
年

金
制
度
と
呼
ば
れ
る
八
つ
の
年

．
鑛
繋
欝
恐

　
年
金
改
正
法
案
は
、
本
格
的

な
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
備
え
、

年
金
制
度
を
安
定
的
に
運
営
し

て
い
く
た
め
の
基
盤
を
確
立
す

る
こ
と
を
眼
目
に
、
基
礎
年
金

の
導
入
、
給
付
の
適
正
化
、
婦

人
の
年
金
権
の
確
立
、
障
害
年

金
制
度
の
い
ず
れ
か
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
各
年
金
制
度
か
ら
、
老
齢
（
退

職
）
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に

　
は
、
国
民
年
金
で
二
十
五
年
、

　
厚
生
年
金
・
各
種
共
済
組
合
で

　
二
十
年
間
加
入
し
な
け
れ
ば
な

　
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
先
程
も

　
述
べ
た
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち

　
の
社
会
は
複
雑
、
多
様
化
し
、

　
転
職
を
す
る
人
も
多
く
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
ー
ソ

9

金
の
改
善
な
ど
の
内
容
を
ふ
く

ん
で
お
り
、
第
一
段
階
と
し
て

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
及

び
、
船
員
保
険
の
一
元
化
を
は

い
ま
す
。

　
転
職
を
繰
り
返
し
ま
す
と
、

一
つ
の
制
度
で
老
齢
年
金
を
受

給
で
き
る
だ
け
の
加
入
年
数
が

無
い
場
合
が
で
て
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、
加
入

し
た
各
制
度
の
期
間
を
つ
な
い

で
支
給
す
る
と
い
う
の
が
通
算

老
齢
年
金
制
度
で
す
。

　
通
算
老
齢
年
金
は
、
各
制
度

の
加
入
期
間
を
通
算
し
て
、
一

定
の
年
数
が
あ
れ
ば
支
給
さ
れ

ま
す
が
、
支
給
の
申
請
は
、
そ
れ

ぞ
れ
加
入
し
て
い
た
制
度
ご
と

に
行
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
国
民
年
金
十
五
年

厚
生
年
金
十
三
年
の
加
入
期
間

の
あ
る
人
は
、
両
方
合
せ
て
二

十
八
年
の
加
入
期
間
が
あ
り
、

通
算
老
齢
年
金
を
受
給
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
受
給
の
手
続
き

は
、
国
民
年
金
に
十
五
年
分
、
厚

生
年
金
に
十
三
年
分
請
求
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
転
職
を
さ
れ
た
場
A
県
各
制

度
間
に
保
険
料
を
納
め
な
い
空

自
期
間
が
生
じ
や
す
い
で
す
が

万
一
の
時
、
障
害
年
金
等
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
転
職
を
し
た
ら
手
続
き
を

　
企
業
進
出
等
に
よ
り
勤
め
人

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
伴
っ
て
、
転
職
を
す
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。
　
「
す
ぐ
勤

め
る
」
と
い
っ
た
こ
と
で
、
何

カ
月
間
も
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
な
い
人
が
い
ま
す
が
、
万

一
の
時
、
障
害
年
金
等
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
手
続
き
は
き
ち
ん
と
行
い

ま
し
ょ
う
。

　
年
金
制
度
に
空
白
期
問
を
作

ら
な
い
よ
う
に
、
加
入
脱
退
の

手
続
き
は
き
ち
ん
と
行
う
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

出
稼
ぎ
を
さ
れ
る
み
な
さ
ん
へ

　
最
近
、
出
稼
ぎ
先
き
で
厚
生

年
金
に
加
入
す
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
そ
の
際
は
、
年
金

手
帳
と
加
入
期
間
証
明
書
を
労

務
担
当
者
に
渡
し
手
続
き
を
し

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
厚
生

年
金
の
加
入
と
同
時
に
国
民
年

金
の
喪
失
手
続
き
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
加
入
年

月
日
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な

お
、
出
稼
ぎ
か
ら
帰
っ
て
き
た

ら
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続

き
を
忘
れ
な
く
お
願
い
し
ま
す
。

勿

★母子年金年金

　加入して1年以上
保険料を完納してい

れば、いつどこで重

いケガをしたり病気

になっても治るまで
ミ障害年金ミが受け

られます。

年額〈一級＞703，500円

年額く二級〉562．800円

　加入して1年以上
保険料を完納してい
る奥さんが主人を亡
くされた時、18歳未
満の子どもがいる場
合ミ母子年金モが受
けられます。
く子ども1人の時＞

年金

して1年以上
を納めている
または姉が一
え手を亡くし
には、準母子
支給されます
弟妹1人の場

加
険
母
の
場
金
孫
）

　
保
祖
家
た
年
く
合

円額56

●

、

工）ある夫

金も受け
った場合
30歳から
年金を受
できます
、夫の老
額です。

　受給
が、何
ずに亡
には、

5年間
けるこ

　受綻
齢年金　保険料を25年以上

（年齢により短縮あ

り）完納すれば、65

歳から老齢年金が受

けられます。

　年金額は、その人

の納めた月数に応じ
て違います・（年額）

今年65歳（完納者）544，700
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国鉄に
要望書提出
驚襯圏麟灘螺鑛灘。鰐鄭ρ

　信濃川水力発電開発

▲臓場で要望書を提出

　
大
正
八
年
七
月
、
第
一
次
世

界
大
戦
後
の
輸
送
力
増
強
と
国

家
資
源
対
策
を
進
め
る
た
め
、

国
鉄
の
電
化
の
方
針
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
動
力
源
と
し

て
信
濃
川
水
力
発
電
計
画
が
浮

び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
は
、
み
な
さ
ん
も

ご
存
知
の
通
り
、
第
一
、
第
二
期

工
事
で
千
手
発
電
所
を
、
第
三
、

第
四
期
工
事
で
小
千
谷
発
電
所

を
建
設
し
ま
し
た
。
昭
和
六
年

四
月
に
工
事
を
着
手
し
て
以
来

三
十
八
年
八
カ
月
の
歳
月
を
か

け
て
、
昭
和
四
十
四
年
十
二
月

に
す
べ
て
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
間
に
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
の
た
め
物
資
が
不
足
し
、
工

事
が
中
止
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
、
こ

の
発
電
所
は
、
日
本
最
大
（
二

十
四
万
％
）
の
も
の
で
し
た
。

　
　
　
撫

　
第
五
期
工
事
の
概
要
に
つ
い

て
は
、
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
簡
単
に
説
明
し
ま

す
と
、
宮
中
取
水
口
か
ら
、
さ

ら
に
毎
秒
百
五
十
立
方
潜
の
水

を
導
水
ト
ン
ネ
ル
で
小
千
谷
の

山
本
山
ま
で
導
き
、
小
千
谷
第

二
発
電
所
に
落
と
し
二
十
万
騙

の
発
電
を
行
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
第
五
期
工
事
に
対
し
、

村
で
は
、
信
濃
川
水
力
発
電
再

開
発
計
画
対
策
委
員
会
を
中
心

に
要
望
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
の
要
望
書
を
、
十
月
十
七

日
、
役
場
議
場
で
、
信
濃
川
国

鉄
工
事
局
の
土
井
研
介
土
木
課

長
等
五
人
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
要

望
に
対
し
、
国
鉄
側
に
文
書
で

回
答
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
村
の
要
望
に
つ
い
て
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

走
り
に
定
つ
た
村
内
一
周
駅
伝

　
倉
俣
中
学
校
で
は
、
春
か
ら

生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
最

後
の
倉
俣
中
学
校
生
活
を
思
い

出
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に

各
種
の
催
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
「
村
内
一
周

駅
伝
」
が
、
去
る
十
月
十
五
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
四
十

三
へ
先
生
七
人
を
A
B
の
ニ

チ
ー
ム
に
編
成
し
、
田
代
旺
づ

出
”
高
道
山
”
宮
中
“
鹿
渡
“

卯
ノ
木
闘
芋
川
を
経
由
す
る
全

長
四
十
二
・
二
綾
の
コ
ー
ス
を

二
時
間
四
十
五
分
で
走
り
抜
き

ま
し
た
。
こ
の
駅
伝
に
は
、

　　　　　要望書

L環鰻勲ら麟像鮮り曜
　叢．飲欝承や襲灘驚水溝び灘擬薦拳簿鷺鷺翻

　て、鵜融1し、繍のな麟蘇欝翻
　、共に孝難施設鱗髄灘擬観
無．蕪鱗材融に㈲闘係灘鰹繊

　園ると薬鷺、交通安全には万全の薄策糞講

　ずるよう図られたい。

　3、水路トンネル漏さく樵伴う捨嘉の姦難響濤

　纏考旗爆地域内1こ搬灘醗・轡麟欝蒙

　、灘？耀翻触編勲縄灘擁藁・1
4．巖難泳系め洲維嫌離饗欝轄

　莞分検講され礁保を図ら義義難。

5灘麟下灘難灘，欝
6職辮鰍継によ嶽難鞭鞭講

　い鷲萎3畷発分麟…葭i叢嬢数善を舞蘇3蔽麟鞭難、、韓

　7．ヱ事驚鰍雑瞬猟地簸業灘嚢熊馨欝繋

　調磯蹴鱗纏蟻黛纈嚇簿難犠艦

H嚢誇灘鮮騨難瞥難
驚灘難顯鞭赫櫛救調麟難礁

　，識響繕職騰、又蕎鍵〉灘隙纒辮簸

　搬鞭擢嫁難磯織藩灘難
・灘畿灘懸驚謙警欝
　璽．各集落よ墜醸鉄葬こ懸繍「要謙毒薄鰯繕磯

　灘㎏磯鐵き総縫繍の篶瀬熱噸構壷藻
　　ってこ灘緯封嬢む、関係餓叢欝募繍欝き

　　せてか桟藩工灘墨ぷう驚ら熱義漿熱1溜、
　感．鑛蕪繊1嫁懸装ぷ工謬嶽繕議簿簸轄懸蜷繋

　　鵬懇融號灘峯融麟麺灘i羅織
　　薦識鱒薦i購総難、驚叢纏懇
　　縄勅鷺灘齢翻・　　難灘謎難
慧．纏事騰礎、発嚢儲鞭懇撚醸茎

　　鷺題についでは調粥灘欄鎌嚢購霧鱒難1麟

　。要総餓欝る繍隷て鰍鰭鐸購驚
　　いて解決す蚤よう籔られた嚇　　　灘

ヤッタン、ゴー」

　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
ず

　
　
　
備
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲ヨシ、あとはまかせておけ

　
優
勝
は
、
B
チ
ー
ム
に
輝
き

昼
食
会
の
中
で
は
、
お
互
い
の

成
果
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
み
ん
な
で
走
り
抜
い
た
す
ば

ら
し
い
駅
伝
は
、
生
徒
た
ち
の

一
生
の
思
い
出
と
し
て
残
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

モ
モ
≧
≧
モ
篭
モ
モ
モ
気
モ
モ
モ
モ
≧
と
》
、
～
～
モ
t
、
モ
覧
篭
モ
～
、
、
、
，
《
～
～
き

ふ
る
さ
と
便
発
送
へ

　
ふ
る
さ
と
中
里
の
会
が
十
月

に
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
役
場

事
務
局
に
は
、
毎
日
問
い
合
せ

の
電
話
や
申
込
み
が
相
継
ぎ
、

う
れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま

す
。
事
務
局
で
は
、
十
一
月
五

日
ま
で
に
会
員
に
な
ら
れ
た
五

十
八
人
の
内
特
産
物
を
希
望
さ

れ
た
四
十
人
に
十
一
月
十
五
日

に
第
一
回
目
の
発
送
を
予
定
し

　
今
回
、
発
送
さ
れ
る
特
産
物

は
、
秋
の
味
覚
た
っ
ぷ
り
の
、

シ
メ
ジ
、
ナ
メ
コ
、
ダ
イ
コ
ン

モ
チ
で
す
。

　
役
場
事
務
局
で
は
、
今
後
、

会
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
要
望
を

い
た
だ
き
、
喜
ば
れ
る
ふ
る
里

の
会
に
し
た
い
と
は
り
き
っ
て

い
ま
す
。
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こ
わ
ー
い

　
　
冬
の
火
災

㊥
田
㊧
曾

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
上
や
周
り

に
干
物
や
燃
え
や
す
い
も
の
が

あ
り
ま
せ
ん
力
　
冬
場
の
火
災

の
多
く
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
に

よ
る
も
の
で
す
。
当
地
方
の
冬

場
は
、
洗
濯
物
を
石
油
ス
ト
ー

ブ
で
乾
か
す
ケ
ー
ス
が
多
く
な

り
ま
す
が
、
十
分
距
離
を
取
っ

て
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

“
あ
と
で
”
よ
り
“
今
が
大
切

火
の
始
末
”

認
可
保
育
所

入
所
説
明
会
の
ご
案
内

等
に
よ
り
、
母
親
の
い
な
い

　
家
庭
で
あ
っ
て
、
同
居
の
親

　
族
が
児
童
の
保
育
を
で
き
な

　
い
場
合
。

四
、
児
童
の
家
庭
に
長
期
に
わ

　
た
る
疾
病
、
ま
た
は
、
心
身

　
障
害
者
が
お
り
、
母
親
が
常

　
時
看
病
に
従
事
し
、
同
居
の

　
親
族
が
児
童
の
保
育
を
で
き

　
な
い
場
合
。

　
な
お
、
当
日
、
入
所
関
係
書

類
を
渡
し
ま
す
（
社
会
福
祉
係
）
。

桔
梗
原
水
路
ト
ン
ネ
ル

　
　
　
　
　
通
水
規
制

　
東
田
尻
か
ら
高
道
山
ま
で
の

桔
梗
原
水
路
ト
ン
ネ
ル
の
改
修

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
に
伴
い
通
水
規
制
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

★
通
水
規
制

　
降
雪
期
ま
で
は
通
水
が
ス
ト

ッ
プ
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
後

来
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、

直
径
二
十
七
万
の
パ
イ
プ
に
よ
り

若
干
の
通
水
を
行
い
ま
す
。

明
輩
㌍
謬
凄
執
シ

一
　
　
打
合
せ
会
　
　
　
　
　
　
　
　
を
ま
と
め
鹿
飛
橋
の
来
年
着
工
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
万
全
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。
一

　
　
★
日
時
　
十
二
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
半
～

㊧
★
場
所
中
里
村
総
合
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
ー
大
集
会
室

㊥
保
育
所
峡
保
育
に
欠
け
る

　
　
幼
児
の
保
育
を
目
的
と
し
て
い

　
　
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
な
入
所

基
準
が
あ
り
ま
す
。

一
、
母
親
が
外
で
働
い
て
い
て

　
同
居
の
親
族
が
児
童
の
保
育

　
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
た

　
場
合
。

二
、
母
親
が
日
中
家
庭
内
で
労

　
働
す
る
こ
と
を
常
と
し
、
同

　
居
の
親
族
が
児
童
の
保
育
を

　
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合
。

三
、
母
親
の
死
亡
、
行
方
不
明

も
め
ご
と
は

　
　
　
調
停
で
解
決
を

　
土
地
・
建
物
の
問
題
、
売
掛

金
・
貸
金
な
ど
の
金
銭
問
題
、

交
通
事
故
、
家
庭
内
の
問
題
な

ど
で
困
っ
て
い
る
人
は
、
調
停

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
調
停
は
、
裁
判
官
と
民
間
か

一●一一一一8一■一■■81■一
　
十
月
二
十
五
日
、
清
津
峡
歩

道
事
故
防
止
対
策
打
合
せ
が
、

役
場
議
場
で
開
か
れ
、
県
観
光

課
な
ら
び
に
地
元
関
係
者
が
集

ま
り
協
議
を
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
清
津
峡
で
今
年
に

入
っ
て
二
件
の
転
落
事
故
が
発

生
し
、
一
人
が
死
亡
し
た
こ
と

を
重
く
見
た
環
境
庁
が
、
県
に

安
全
対
策
の
徹
底
を
指
示
し
た

た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
現
在
、
県
の
指
示
で
鹿
飛
橋

の
老
朽
化
に
伴
う
通
行
止
め
と

第
一
休
憩
所
以
降
の
通
行
を
禁

★
ダ
ム
視
察

　
十
月
二
十
九
日
、
清
津
川
多

目
的
ダ
ム
対
策
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
が
、
神
奈
川
県
愛
川
町
の

宮
ケ
瀬
ダ
ム
に
視
察
に
行
き
ま

し
た
。

　
ダ
ム
対
策
委
員
会
で
は
、
水

資
源
は
、
こ
れ
か
ら
の
当
村
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
貴
重

な
資
源
と
い
う
認
識
に
た
っ
て

ダ
ム
建
設
に
対
し
て
の
根
本
的

な
考
え
を
取
り
ま
と
め
て
い
く

予
定
で
す
。

6
　
　
す
る
措
置
を
と
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
　
一
一
一
6
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
』 口■一8－888一●一一一●口

ら
選
ば
れ
た
調
停
委
員
と
の
あ

っ
せ
ん
の
も
と
で
、
当
事
者
が
話

し
合
い
、
互
い
に
譲
り
合
っ
て

円
満
な
解
決
を
図
る
も
の
で
す
。

★
申
立
て
・
費
月
　
調
停
を
利

用
す
る
に
は
、
簡
単
な
申
立
て

書
を
提
出
す
る
だ
け
で
す
。
費

用
は
、
裁
判
と
比
べ
て
ず
っ
と

低
額
で
す
。

★
効
力
　
調
停
が
成
立
し
、
そ

の
内
容
を
調
停
調
書
に
記
載
さ

れ
ま
す
と
、
そ
の
調
停
調
書
は

一
般
の
示
談
と
違
い
判
決
と
同

じ
効
力
が
生
じ
ま
す
か
ら
、
万

一
、
当
事
者
が
、
調
書
に
も
ら

れ
て
い
る
約
束
を
守
ら
な
い
時

は
、
強
制
執
行
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
十
日

町
裁
判
所
ま
で
（
窒
〒
二
。
八
六
）

最
低
賃
金
周
知
旬
間

十
一
月
二
十
一
日
～
三
十
日

　
昭
和
三
十
四
年
に
最
低
賃
金

制
が
発
足
し
て
以
来
、
社
会
経

済
状
況
に
即
し
つ
つ
推
進
が
図

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
日
で
は

各
都
道
府
県
ご
と
の
地
域
別
最

低
賃
金
と
特
定
の
産
業
に
従
事

す
る
人
の
た
め
に
産
業
別
最
低

賃
金
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
低
賃
金
労
働

者
の
労
働
条
件
の
改
善
に
重
要

な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
低
賃
金
も
金
額

の
不
知
を
理
由
に
守
ら
れ
て
い

な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の
で

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署

郷土なかさと

　　第4集

　
「
中
里
村
か
ら
上

田
（
南
魚
沼
郡
）

へ
通
ず
る
道
は
、

十
二
峠
を
経
由
し

て
塩
沢
町
に
入
る

脚
一
本
だ
け
だ
と
思

郷
う
者
が
多
い
が
、

慰
実
は
、
も
う
一
筋

田
代
か
ら
湯
沢
町

へ
、
深
山
を
縫
っ
て
抜
け
る
細

道
が
あ
る
。
こ
れ
が
大
島
新
道

で
、
そ
の
経
路
は
…
…
」

　
こ
の
書
き
出
し
は
、
村
史
資

料
集
第
四
集
の
中
の
一
コ
マ
で

す
。

　
村
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
四

月
以
来
村
史
編
さ
ん
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、

郷
土
な
か
さ
と
資
料
集
第
四
集

を
発
行
し
ま
す
。

　
第
四
集
の
内
容
は
次
の
通
り

で
す
。

　
　
目
次
（
抜
粋
）

★
中
里
村
の
自
然

　
第
一
章
中
里
村
の
両
生
類

　
第
二
章
中
里
村
の
気
温

　
　
　
　
　
　
★
中
里
村
の

　
　
　
　
　
　
　
あ
ゆ
み

　
　
　
　
　
　
　
第
一
章
中

　
　
　
　
　
　
　
里
村
の
古
墳

　
移
ヴ

塾
7

　
　
　
　
　
　
　
時
代

　
　
）
掌

　
　
　
　
　
　
　
第
二
章
牧

　
　
J

　
　
U

　
　
　
　
　
　
　
畑
城
跡
と

　
　
璽

　
　
　
　
　
　
　
　
「
畝
形
施
設
」

　
第
三
章
　
村
方
三
役
と
村
人

　
　
第
四
章
　
農
村
生
活
に
深
く

　
浸
透
す
る
商
品
経
済

　
　
第
五
章
　
川
東
通
り
道
筋
、

　
　
上
干
溝
の
荷
物
継
送
り

　
　
第
六
章
　
善
光
寺
街
道
か
ら

　
　
県
道
魚
沼
線
へ
t
こ
の

　
　
こ
ろ
、
清
津
川
に
善
光
寺
街

　
　
道
の
橋
の
他
に
、
現
在
の
清

　
　
津
橋
付
近
に
上
山
集
落
の
人

　
　
た
ち
が
橋
を
作
っ
た
。
ー

　
　
第
七
章
　
殖
産
興
業
政
策
と

　
　
農
業

　
　
第
八
章
　
明
治
期
中
里
村
の

　
　
金
融
機
関
　
－
　
芋
川
に
は

　
　
じ
め
て
「
量
益
社
」
と
い
う

　
　
銀
行
が
で
き
た
。
t

　
　
第
九
章
　
日
露
戦
争
と
民
衆

　
　
第
十
章
　
十
五
年
戦
争
と
民

　
　
衆

　
　
第
十
一
章
中
里
村
の
生
活

　
　
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
（
そ
の
二
）

　
　
み
な
さ
ん
の
興
味
深
い
こ
と

　
が
た
く
さ
ん
載
っ
て
い
ま
す
の

　
で
、
ぜ
ひ
、
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　
　
申
込
み
は
、
各
隣
組
長
さ
ん

　
を
通
じ
回
覧
い
た
し
ま
す
の
で

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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飼
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学
習
発
衰
会
と
作
品

展
示
即
売
会
の
ご
案
内

　
県
立
月
ケ
岡
養
護
学
校
魚
沼

分
校
と
魚
沼
更
生
園
で
は
、
次
の

よ
う
に
学
習
発
表
会
と
作
品
展

示
即
売
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

★
日
時
　
十
一
月
二
十
二
日
㈱

　
魚
沼
更
生
園
展
示
品
観
覧
お

　
よ
び
即
売
。

　
八
時
五
十
分
～
九
時
三
十
分

　
十
二
時
～
十
三
時

　
魚
沼
分
校
学
習
発
表
会

　
九
時
四
十
五
分
～
十
二
時

★
会
場
　
魚
沼
学
園
体
育
館

正

善
意
を

　
　
　
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

●
香
典
返
し

　
堀
之
内
　
山
岸
巳
之
政

　
　
　
　
　
　
五
万
円

　
上
山
　
吉
楽
芳
子

　
　
　
　
　
　
三
万
円

●
防
犯
灯
二
灯

　
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所

停
電
の
お
知
ら
せ

訂

　
先
般
　
　
「
国
保
な
か
さ
と
」

が
配
布
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和

五
十
八
年
度
国
保
事
業
決
算
中

次
の
通
り
誤
ま
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

⑫
歳
入
　
四
億
三
二
七
〇
七
千
円

㈱
〃
　
三
億
九
二
五
七
二
千
円

㊧
歳
出
　
三
億
九
二
五
七
二
千
円

㈲
〃
　
四
億
三
二
七
〇
七
千
円

祉
し二蓉

とあ
ん蔭
のん

■

》
　
k
o
l
みへ’ん

lk心

“③
　　　　　　　ゾ

冬
物
歩
レ
マ
る
の

　　　　　　　　／ハ
　
　
跨

ノ

‘
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召
『

この作品は山田まゆみさんの協力で

掲載しています。

★
十
一
月
十
二
日

　
　
十
二
時
～
四
時

　
角
間
、
葎
沢
、
小
出
、
倉
下

土
倉
、
高
道
山
、
朴
木
沢
、
朴

木
沢
新
田
、
市
之
越
、
鷹
羽
、

白
羽
毛
、
程
島
、
牧
畑
、
東
田

尼
、
西
田
尻
、
西
方

　4
／

村の歴吏i
　　　　　：
　脆4　　　1

天喫覆

　
川
北
の
衆
が
太
田
島
へ
押
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
わ
り

寄
せ
米
値
を
下
げ
た
と
い
う
噂

は
た
ち
ま
ち
清
津
川
を
越
え
て

次
々
と
宣
伝
さ
れ
ま
し
た
。
手

段
は
ど
う
で
あ
れ
、
命
さ
え
助

か
れ
ば
…
…
。
津
南
郷
の
人
心

を
扇
動
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
第
二
の
火
の
手
が
上
が
っ
た

の
は
倉
俣
村
で
し
た
。
富
七
が

立
た
な
く
て
も
、
早
晩
だ
れ
か

が
立
っ
た
だ
ろ
う
と
考
え
て
よ

い
で
し
ょ
う
。

　
富
七
は
中
深
見
村
の
庄
屋
久

四
郎
の
小
作
人
で
し
た
。
富
七

の
語
り
に
よ
れ
ば
、
悪
作
の
困

窮
故
、
小
作
米
納
入
を
で
き
る

だ
け
割
引
い
て
く
れ
る
よ
う
に

頼
み
入
れ
た
と
こ
ろ
三
割
余
の

引
方
で
六
割
余
の
納
米
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
収
穫
高
の
六
割
余

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
定
年
貢
米

の
六
割
余
を
納
米
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
そ
う
す

る
と
小
作
人
の
作
徳
米
は
無
い

も
同
然
で
す
。
そ
こ
で
、
四
斗

入
一
俵
二
分
二
米
の
勘
定
で
金

納
に
し
て
く
れ
る
よ
う
頼
み
入

る
の
で
す
が
そ
れ
も
聞
き
入
れ

て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
い
っ
て

い
ま
す
。
小
前
・
水
呑
み
百
姓

の
多
か
っ
た
当
時
、
こ
ん
な
こ

と
は
ひ
と
り
富
七
の
み
で
は
な

か
っ
た
こ
と
は
想
像
で
き
ま
し

よ
》
つ
o

　
川
北
騒
動
が
あ
っ
て
わ
ず
か

二
日
後
、
十
九
日
の
夜
富
七
は

村
内
の
者
を
呼
び
集
め
、
二
十

二
日
何
が
あ
る
の
か
不
明
だ
が
、

下
郷
（
倉
俣
、
下
船
渡
、
中
深

見
、
秋
成
村
々
騎
中
之
島
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ら

者
が
正
面
ケ
原
へ
集
っ
て
螺
を

吹
き
立
て
る
そ
う
だ
が
、
集
ま

ら
な
い
村
々
へ
は
大
ぜ
い
の
者

が
直
ち
に
押
し
寄
せ
、
容
赦
な

く
家
を
打
ち
こ
わ
す
な
ど
と
あ

た
か
も
聞
い
た
か
の
よ
う
に
話

し
か
け
た
の
で
す
。
そ
し
て
そ

の
こ
と
を
忠
助
を
通
し
て
吹
職

さ
せ
た
の
で
す
。

　
二
十
二
日
朝
八
時
頃
、
富
七

は
じ
め
秋
成
村
源
右
衛
門
等
二

千
人
程
が
鎌
、
斧
、
棒
な
ど
持

っ
て
集
ま
り
、
寺
方
の
制
止
も

き
か
ず
、
夜
十
時
頃
久
四
郎
、

要
治
郎
、
秋
成
村
藤
次
郎
方
へ

乱
暴
し
、
さ
ら
に
大
井
平
村
の

甚
兵
衛
方
へ
も
同
様
手
段
を
及

ぼ
し
た
の
で
す
。
さ
ら
に
詳
細

な
内
容
は
中
里
村
史
の
中
で
記

述
す
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
村
史
編
さ
ん
専
門
委
員

　
　
　
須
藤
重
夫
（
下
条
小
教
頭
）
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箋
8
轟

“
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る

ぞ
”
と
い
う
惰
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

ス
ッ
飛
ん
で
行
き
ま
す
。

（
六
三
・
二
五
二
⑳
一
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲

巧
み
な
技
を
披
露

　
　
　
　
芸
能
祭
・
芸
術
祭

　
芸
能
祭
は
、
リ
ズ
ム
も
か
ろ

や
か
に
清
津
峡
た
る
ば
や
し
で

幕
を
開
け
ま
し
た
。
美
し
い
声
、

き
れ
い
な
踊
り
、
み
ん
な
が
一

年
間
の
練
習
の
成
果
を
遺
感
な

く
発
揮
し
ま
し
た
。
一
方
、
芸

術
祭
に
は
盆
栽
、
絵
画
、
写
真
、
生

花
、
書
道
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
見

物
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
　
　
亀
箋

　
　
亀

、
暢

義脚の晒窃窃
　ここは、湯沢町から田代に通ず

る高石林道からの一望です。高石

林道と峰越林道田代線は、後4年
程で開通します。この高石林道に

は、津南町の大場からきれている

小松原林道もつながります。

　この付近は、将来の観光コース

として注目されています。
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噛
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■
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甲
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・

　
　
　
じ

　
　
　
，
　
響

　
　
　
■

　
　
　
0

　
／ 盛

　　　　　　一一
まるける……………結ぶ

まごまご……………のろのろ

まずかねえ…・…一・おいしくはない

みしみししれ………一生けんめいや

　　　　　　　　　れ

むらねえ……………もらない

めごい………………かわいい

めじょげ……………かわいそう

もうしゃけね………ごめんなさい

「方言の研究」から清津峡（小）土倉分校作

　
〃
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
親

子
で
歩
こ
う
”
　
十
月
二
十
一

日
村
民
健
康
ウ
オ
ー
ク
が
体
協

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
雨
混
り
の
あ
い
に

く
の
天
候
で
し
た
が
、
親
子
合

せ
て
四
十
人
が
参
加
し
、
目
的

地
を
目
指
し
て
歩
き
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
、
総
合
セ
ン
タ
ー

を
出
発
し
、
如
来
寺
を
通
り
豊

里
に
上
り
東
田
沢
を
経
て

田
沢
虚
空
蔵
菩
薩
公
園
に

至
る
七
キ
。
で
す
。

　
一
番
早
い
子
ど
も
た
ち

は
、
一
時
間
二
十
分
で
歩

き
、
遅
い
人
で
も
一
時
間

四
十
五
分
で
歩
き
通
し
、

健
脚
ぶ
り
を
発
揮
し
ま
し

た
Q

　
公
園
で
の
昼
食
に
は
、

体
協
役
員
に
よ
る
心
づ
く

し
の
き
の
こ
汁
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
肌
寒
さ
も
こ
の
き
の
こ
汁

で
吹
き
飛
び
、
楽
し
い
昼
食
が

で
き
、
参
加
し
た
人
た
ち
は
、

「
親
子
で
楽
し
く
歩
け
ま
し
た
」

「
も
う
少
し
長
く
て
も
大
丈
夫
」

と
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。

　
主
催
し
た
体
協
の
人
た
ち
も

来
年
は
コ
ー
ス
を
伸
ば
し
て
や

り
た
い
と
意
欲
満
々
で
し
た
。

▲ポーズポーズ元気な子どもたち

リワワψりりりoりoリワリoリワリリリoリワリoりりリワリoりoりoりQリワリワリワリワリワリワリリリoりo

新幾．、、、，，懇襲

朴木沢）◆樋
ワ

出合い……◆友達夫婦の仕掛けに二人がi

　乗って、スキー場ではじめて出合いまi

　した。り友達夫婦の奥さんと私が同級i

　生、だんなさんと彼が同級生でした。
第一印象は一◆デッカイ女だなあ一・iちゅう行っていました・知り合ったと

少しきつそうだけどr美人」だなあ一…きから・づ一と以前から知り合ってい

　と思いました。ワ背が高くて細身で、　i　たような気安さでした。ワ気持ちがと

スキーウエアーがとても似合って、わiても平で・やさしいところです・

　たしの好きなタイプでした。　　　　i新婚旅行は……ワグァム、サイパン島に

結婚を決意したのは……◆会社の近くにi行ってきました・美しい海に終生変わ

　彼女のアパートがあったので、しょっi　らぬ愛を誓ってきました。
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▲皆の気持ちが一つになった芸能祭

「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」

　
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
に
輝
く

★
作
文
の
部

　
最
優
秀
賞
　
村
山
ち
え
み

　
題
・
大
好
き
な
ご
飯
給
食

★
図
画
の
部
（
四
年
～
六
年
生
）

　
優
良
賞
　
　
服
部
誠

　
題
・
稲
の
消
毒

　
　
　
　
（
田
沢
小
学
校
生
徒
）

○わたセ

カ纏

ぼ
く
力
い
っ
ぱ
い
走
つ
た
ヨ

村
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
・
ジ
ヨ
ギ
ン
グ
大
会

　
す
ば
ら
し
い
晴
天
に
恵
ま
れ

た
十
月
十
日
、
村
民
健
康
マ
ラ

ソ
ン
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
行

わ
れ
、
チ
ビ
ッ
子
選
手
を
中
心

に
三
百
二
十
九
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
選
手
た
ち
は
、
温
か
い

朝
日
を
浴
び
な
が
ら
、
ニ
キ
。
～

八
キ
・
の
コ
ー
ス
に
、
飛
び
出
し

全
員
が
完
走
し
ま
し
た
。

★
成
績
（
優
勝
者
の
み
）

〈
男
子
〉
小
学
生

　
㈱
　
山
本
明
宏
　
清
津
峡
小

　
㈲
　
丸
山
剛
三
　
　
田
沢
小

　
㈲
小
林
悟
　
　
田
沢
小

〈
女
子
〉
小
学
生

▲息をはずませながらがんばる子どもたち

㈱
村
山
明
子

㈲
　
渡
辺
留
美
子

㈲
村
山
智
子

★
中
学
生

禽
山
本
秋
彦

㈱★
婦
人

㈱
村
山
明
美

㈱★
男
子

㈱
　
腰
越
秀
夫

㈱
　
村
山
文
夫

開
　
大
島
里
志

貝
野
小

高
道
山
小

田
沢
小

田
沢
中

保
坂
み
ゆ
き
貝
野
中

　
　
　
　
　
　
程
島

久
保
田
明
子
山
崎

白
羽
毛

田
　
中

自
羽
毛

　
村
内
小
学
校
親
善
陸
上
大
会
の
高

跳
び
で
一
厨
十
二
の
バ
ー
を
跳
ん
で

優
勝
し
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
。

　
春
の
こ
ろ
か
ら
毎
日
学
校
で
ラ
ン

ニ
ン
グ
を
し
た
り
、
足
上
げ
の
練
習

を
し
た
の
が
良
か
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
来
年
は
、
一
屏
十
五
を
目
標

に
ガ
ン
バ
リ
た
い
。
前
に
高
跳
び
で

足
を
ね
ん
ざ
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
け

ど
、
や
め
よ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
で

　
し
た
。
大
会
で
優
勝
し
て
帰
っ
た
ら

，
お
母
さ
ん
が
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま

　
し
た
。

▲はりきる1番走者

　なんぎ一けど
　　　思い出に残った
　貝野中学校では、閉校記念行事の

一つとして、月例マラソンを5月か

ら実施してきました。その総決算と

もいうべき地区内1周駅伝を11月1

日に行いました。男子4。2㌔、女子

2．4㌔のコースを、6チーム30人が互

いに競い合って走り抜き、最後の楽

しい思い出をつくりました。

　
「
ウ
ワ
ー
　
す
て
き
ー
き
れ
い
ー
」
こ

ん
な
歓
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
小
松
原
湿
原

は
中
里
村
の
尾
瀬
と
も
言
わ
れ
る
と
て
も

美
し
い
湿
原
で
す
。

　
十
月
七
日
　
全
国
一
斉
自
然
歩
道
を
歩

こ
う
大
会
の
一
環
と
し
て
、
　
“
村
内
自
然

め
ぐ
り
・
紅
葉
の
小
松
原
湿
原
”
が
開
発

課
の
企
画
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

小
学
生
～
大
人
ま
で
総
勢
五
十
二
人
と
多

　
　
紅
葉
の
小
松
原
湿
原
を
思
い
き
り
楽

し
ん
で
き
ま
し
た
。

　
あ
な
た
も
一
度
は
、
小
松
原
湿
原
へ
〃
”

▲沿道の戸援を受けながら

ち
自

▲すばらしいね二んな所はじめて！

　
「
す
ば
ら
し
い
　
も
っ
と
P
R
し

た
ら
凶
十
月
二
十
七
日
県
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
「
清
津
峡

を
見
よ
う
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
カ
開

か
れ
、
都
会
の
人
た
ち
二
十
三
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
は
、

は
じ
め
清
津
峡
の
渓
谷
美
に
歓
声
を

上
げ
た
後
、
清
田
山
自
然
運
動
公
園

で
な
め
こ
汁
に
舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま

し
た
。
そ
の
後
、
一
行
は
七
ツ
釜
を

訪
ず
れ
、
神
秘
的
な
滝
と
　
美
し
い

紅
葉
を
楽
し
み
ま
し
た
。


